
国
木
田
独
歩
も
愛
し
た

武
蔵
野
の
一
角
だ
っ
た
地

い
ま
は
都
心
で
一
番
広
い

空
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
森

林
公
園
と
し
て
都
民
の
オ
ア

シ
ス
と
な
っ
て
い
る
代
々
木

公
園
。

一
九
八
六
（
明
治
２
９
）

年
当
時
は
、
国
木
田
独
歩
が

こ
の
近
く
の
「
渋
谷
村
の
小

さ
な
茅
屋
」
（
「
武
蔵
野
」
）

に
住
み
、
そ
の
と
き
日
記
を

も
と
に
名
作
「
武
蔵
野
」
を

執
筆
し
ま
し
た
。
こ
の
地
も

武
蔵
野
の
一
角
で
独
歩
が
散

策
し
愛
し
た
地
で
し
た
。

こ
の
地
に
代
々
木
練
兵
場

が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
国
木

田
独
歩
が
な
く
な
っ
た
翌
年

の
一
九
〇
九
（
明
治
４
２
）

年
で
し
た
。

立
ち
退
か
さ
れ
た
住
民
が

「
訣
別
の
碑
」
建
立

練
兵
場
を
つ
く
る
た
め
に

住
民
は
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
地
へ
の
断

ち
が
た
い
思
い
を
込
め
て
去
っ

た
住
民
た
ち
は
、
代
々
木
八

幡
神
社
境
内
に
「
訣
別
の
碑
」

（
写
真
左
）

を
建
立
、
こ

の
地
へ
の
別

れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。

練
兵
場
で

は
、
毎
日
、

軍
隊
の
調
練

が
お
こ
な
わ

れ
、
朝
夕
号

令
と
鉄
砲
，

機
関
銃
の
音

が
間
断
な
く

聞
こ
え
た
と

い
い
ま
す
。

練
兵
場
が
建
設
さ
れ
た
翌

年
（
一
九
一
〇
＝
明
治
４
３

年
）
に
は
、
練
兵
場
で
陸
軍

の
航
空
機
の
テ
ス
ト
飛
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
園
内
に
は
、

日
本
で
初
め
て
飛
行
機
が
と

ん
だ
こ
と
を
記
念
し
た
「
日

本
航
空
発
始
の
碑
」
（
写
真

左
下
）
が
あ
り
ま
す
。

練
兵
場
で
は
、
一
月
は
じ

め
に
は
陸
軍
観
兵
式
は
こ
こ

で
挙
行
さ
れ
，
園
内
に
は

「
閲
兵
式
の
松
」
（
写
真
上
）

が
い
ま
も
残
っ
て
い
ま
す
。

参
宮
橋
駅
前
の
石
柱

小
田
急
線

「
参
宮
橋
」

駅
前
（
渋
谷

区
代
々
木
４
ー

１
付
近
）
に

は
、
い
ま
も

「
陸
軍
省
所

轄
地
」
の
石

柱
（
写
真
右

下
）
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

練
兵
場
は
こ
の
ほ
か
に
も

日
比
谷
公
園
に
日
比
谷
練
兵

場
、
東
大
教
養
学
部
に
駒
場

練
兵
場
、
神
宮
外
苑
に
青
山

練
兵
場
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
、
ミ
サ
イ
ル
誘
導
弾

の
移
動
展
開
訓
練
計
画
も

こ
の
代
々
木
練
兵
場
も
戦

後
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
「
ワ

シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
」
に
な
り
、

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
選
手
村
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
都
内
二
十

三
区
で
四
番
目
に
広
い
公
園

で
す
が
、
こ
の
地
も
戦
争
に

翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
代
々
木

公
園
が
、
い
ま
再
び
き
な
臭

い
演
習
の
候
補

地
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

防
衛
省
は
二

〇
〇
七
年
度
中

に
「
ミ
サ
イ
ル

防
衛
」
シ
ス
テ

ム
の
地
対
空
誘

導
弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ

Ｃ
３
）
を
首
都
圏
の
自
衛
隊

基
地
（
入
間
な
ど
）
に
配
備

し
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
の
移
動
展
開

訓
練
訓
練
の
候
補
地
と
し
て

都
内
の
公
園
の
名
前
を
挙
げ
、

代
々
木
公
園
も
そ
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

代
々
木
公
園
の
地
を
再
び

戦
争
に
協
力
さ
せ
な
い
よ
う

声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

３２


